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2023 年 3 月 30 日 

企業会計基準委員会 

英国エンドースメント審議会 

 

企業会計基準委員会（ASBJ）と英国エンドースメント審議会（UKEB）が 

二者間会合を開催 

 

 

企業会計基準委員会（ASBJ）と英国エンドースメント審議会（UKEB）の代表者は、

お互いの活動の最新状況を提供するために 2023 年 3 月 29 日にロンドンで会合を開催

しました。この会合は、両者が直面する論点についての理解を深め、共通して関心の

ある分野を見つけるために重要な取組みとなります。 

 

今回の会合において、ASBJ と UKEB は、両者が共有の関心を有している個別の技術

的な論点である「無形資産」、「国際的な税制改革（第 2の柱モデルルール）」及び「サ

ステナビリティ報告と財務報告のコネクティビティ」などについて議論を行いまし

た。 

 

ASBJ と UKEB は、引き続き意見交換を続けていく予定です。 

 

川西安喜 ASBJ 委員長は次のように述べています。 

「ロンドンでの二者間会合を開催いただいた UKEB に感謝の意を述べたいと思います。

今回の議論は、財務報告に関連する様々な論点についてのお互いの優先順位や懸念事項

を理解する上で非常に有益なものでした。今後も UKEB との建設的な対話を継続してい

くことを期待しています。」 

 

ポーリン・ウォレス UKEB 上級議長は次のように述べています。 

「今回の二者間会合は、ASBJ との連携を強化する素晴らしい機会でした。お互いに関

心がある事項に関して積極的に意見交換していただいたことに感謝を申し上げるとと

もに、今後の議論にも期待しています。」 
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企業会計基準委員会（ASBJ）について 

企業会計基準委員会（ASBJ）は、2001年7月に公益財団法人財務会計基準機構

（FASF）の下に設立されたプライベート・セクターの機関です。ASBJが開発した会計

基準は、金融庁により日本において一般に公正妥当と認められた企業会計の基準とし

て認められることとなります。ASBJは、企業が活動している環境を適切に反映した会

計基準及び適用指針を開発しています。ASBJは、海外の会計基準設定主体とコミュニ

ケーションを取り、グローバルな会計基準の開発に貢献しています。ASBJに関する詳

細な情報は、ウェブサイト（https://www.asb.or.jp/jp/）をご参照ください。 

 

英国エンドースメント審議会（UKEB）について 

 英国エンドースメント審議会（UKEB）は、The International Accounting Standards 

(Delegation of Functions) (EU Exit) Regulations 2021 に基づき、国際会計基

準（IAS）に関連する職務の委任を受け、英国で使用される IAS のエンドースメン

ト及び採用の責務を担っています。また、UKEB は、新しい会計基準、会計基準の修

正及び解釈の開発に関する国際会計基準審議会(IASB)への英国の関与を主導して

います。 

 現在、ロンドン証券取引所に株式上場する約 1,500 社の企業が、英国で採用された

国際会計基準に従って財務諸表を作成しています。さらに、英国の法律では、非上

場企業にも IFRS を使用するオプションが認められており、約 14,000 社の英国の登

録企業がこのオプションを利用しています。 

 UKEB は、次のような活動により、新しいグローバルな会計基準の開発に積極的に参

加しています。 

 英国の利害関係者と連携し、関連性のある技術的な論点にかかる証拠を収集し、

当該証拠を国際会計基準審議会(IASB)及び各国の基準設定主体又は地域団体

に情報発信を行う 

 国際会計基準の不備を改善または是正するための潜在的な方法を開発する 

 基準設定プロセスの初期段階で、IASB のアジェンダにおける財務報告事項に

ついての議論を促進するために、他の団体と積極的に協働する 

 また、英国政府は、UKEB に対して、(英国財務報告評議会(FRC)および金融行為規

制機構(FCA)とともに)国際サステナビリティ基準審議会(ISSB)及び ISSB の公開

草案への関与を要請しました。UKEB の作業は、IASB と ISSB が公表する基準間の

コネクティビティに焦点を当てています。 

 UKEB は、IASB の基準設定主体による諮問機関である ASAF を含む、IFRS 財務報

告に関する英国の代表として活動することを目的として、証拠に基づいた英国の

見解を策定し代弁できるように、財務報告に関心を有する英国の利害関係者と広

く協議しています。 

 UKEB は、技術的アジェンダに関する独立性と透明性の確保に努めています。審議

https://www.asb.or.jp/jp/wp-content/uploads/issb_202212.pdf
https://www.legislation.gov.uk/uksi/2019/685/contents/made
https://www.legislation.gov.uk/uksi/2019/685/contents/made
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資料は会議に先立ちウェブサイトで公開され、一般会員はライブ会議の傍聴や

UKEB のウェブサイトにアップロードされた録画の視聴を申し込むことができま

す。 

 詳細な情報は、ウェブサイト（www.endorsement-board.uk）をご参照ください。 

報道関係者のすべての問い合わせは、コミュニケーション・マネージャーであるア

ダム・モハメッドまで電話（+44 (0）79 2087 4687）又は E-mail

（a.mohamed@frc.org.uk）でお願いします。 

http://www.endorsement-board.uk/

